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2017 年 5 月 11 日 

報道関係者各位 

慶應義塾大学 

慶應義塾大学主催 
第 42 回小泉信三賞全国高校生小論文コンテストのお知らせ 

 
慶應義塾大学では第 42 回となる「小泉信三賞全国高校生小論文コンテスト」を開催いたします。本コ

ンテストは、1933（昭和 8）年から 13 年余、慶應義塾長を務めた小泉信三博士の没後 10 年を記念し 1976
（昭和 51）年に始まりました。卓越した研究者・教育者であり、優れた文筆家でもあった小泉博士の人

格と業績を後世に伝え、青少年の文章表現能力の向上に寄与することを目的としています。 
若者の文章能力の欠如が指摘される昨今ですが、本コンテストは 6,000～8,000 字の長文で論旨のはっ

きりした「小論文」を募集するもので、毎年、全国から多数の応募があり、質の高い作品が寄せられてい

ます。また、本年は初めてとなるウェブによる応募方法を導入します。 
つきましては、本年も、より多くの高校生や保護者、高校教諭の方々にコンテストの主旨を広め、多数

のご応募をいただけるよう、本コンテストのご紹介をお願い申し上げます。 
 
小論文コンテスト募集要領 

＜小論文課題＞（次の５つの課題から１つを選択） 

1．東京 
2．SNS 社会と教養 
3．オタク 
4．民主主義とは何か 
5．天は人の上に人を造らず人の下に人を造らずと云えり 
 
単なる私見ではなく何らかの裏付けや主張があり、論旨がはっきりしている「小論文」を募集します。 
 

＜応募資格＞ 

全国の高等学校に在学中の生徒（締切日時点） 

（高等専門学校、中等教育学校、海外の学校等については、高等学校に相当する学年に在学する生徒） 

 

＜応募要領＞ 

慶應義塾ウェブサイト（http://www.keio.ac.jp/koizumi/）内の募集要項をよく読み、応募してくだ

さい。ウェブ応募・手書き応募の 2種類の応募方法があります。いずれの場合も慶應義塾ウェブサイト

内の応募フォームによる応募申込が必要です。応募フォームは 7月初旬にオープン予定です。最新の情

報は上記慶應義塾ウェブサイトをご確認ください。 

 

＜執筆要領＞ 

規定字数：6,000 字以上 8,000 字以内（手書き原稿用紙 15 枚以上 20 枚以内）。 
用紙体裁（手書きの場合）：400 字詰原稿用紙（A4（片面使用・縦書き））を使用のこと。 
原稿用紙右下にページ番号を記入のこと（用紙の端から 1cm 以上内側）。 
応募用紙、参考文献リストや添付資料は字数に含めない。 
※詳細は慶應義塾ウェブサイトで必ず確認してください。 
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＜募集締切日＞ 

ウェブ応募：2017 年 9 月 5 日（火）17 時までに応募フォームより作品を送信 
手書き応募：2017 年 9 月 5 日（火）17 時エントリー締切、作品の送付は当日消印有効（※海外から 

送付する場合は締切日必着） 
 

＜手書き応募の送付先＞ 

 〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 慶應義塾広報室「小論文コンテスト」係 

 

＜賞＞ 

 小泉信三賞 1 名（賞状、副賞 15 万円、記念品） 
 同 次席  1 名（賞状、副賞 8 万円、記念品） 
 同 佳作  3 名（賞状、副賞 3 万円、記念品） 
 

＜審査委員＞（五十音順） 

小川原正道（慶應義塾大学法学部教授） 

荻野 安奈（慶應義塾大学大学院文学研究科教授） 

権丈 善一（慶應義塾大学商学部教授） 

須田 伸一（慶應義塾大学経済学部教授） 

早川  浩（株式会社早川書房代表取締役社長） 

 

＜審査結果発表＞ 

2017 年 12 月 1 日に『三田評論』12 月号誌上および義塾ウェブサイトにて発表、同時に応募者全員

に書面で通知。入賞作品は『三田評論』1 月号（2018 年 1 月 1 日発行）に掲載を予定しています。 
 

＜授賞式＞ 

2018 年 1 月 10 日（水） 慶應義塾大学三田キャンパス（第 183 回福澤先生誕生記念会 会場） 
 

＜問い合わせ先＞ 
慶應義塾広報室 「小論文コンテスト」係 
TEL：03-5427-1541  E-mail：koizumi-contest@adst.keio.ac.jp  http://www.keio.ac.jp/koizumi/ 
 

小泉信三（こいずみしんぞう）について 

1888（明治 21）年東京生まれ。普通部から慶應義塾に学び、1933（昭和 8）年に慶應義塾長に就

任し、以来 13 年余の長期にわたり塾長を務めました。1949（昭和 24）年、東宮御教育常時参与に

任ぜられ、その後、1959（昭和 34）年、文化勲章を受章しました。 
学生時代はテニス部に所属したスポーツマンで、平生好んで口にした「練習ハ不可能ヲ可能ニス」

という言葉は広くスポーツをする人たちの座右の銘となっています。著書に『青年小泉信三の日記』、

『ペンは剣よりも強し』などがあります。 
 
＊本資料は、各社学芸部・文化部、イベント欄担当などに送付させていただいております。 
本発表資料のお問い合わせ先 
慶應義塾広報室 並木・平良 

TEL：03-5427-1541  FAX:03-5441-7640 
Email：m-koho@adst.keio.ac.jp      https://www.keio.ac.jp/ 


